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ムおよび並列コヒーレント・システムの存在定理 モジュラ一分解 IFRAおよびNBU Closure 定
理， IFR Closure 定理の成立がシステムの構造を直列システムに一意的に決めてしまうことなどを
示して，多状態コヒーレント・システムを解明している。
第 3 章では， 1 変量寿命分布関数の多変量への拡張を取り上げ，直列システムの寿命分布関数だけ
でなく並列システムの寿命分布関数を基盤にし，いろいろなクラスの 1 変量寿命分布関数の多変量の
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